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御前崎市立さくらこども園 

 

一気に冬が近づき、木々の葉っぱがすっかり色づきました。朝夕急に寒くなりましたが、子どもは毎日元気です。 
外遊びが楽しい０歳児の子どもたち。「あっちに行ってみよ」「ん？なんだろう？」と自分の足でヨチヨチ歩きで近

づいて、よーく見たり触ってみたり好奇心いっぱい。思いのまま、興味のままに動けることが何より楽しいようです。 
 「友達」が楽しくて嬉しくなってきた 1 歳児の子ども達。部屋の隅っこに２、３人で寄り集まってナイショ話をコ

ソコソ…。そして顔を見合わせてうなづいて、にんまり。どんな話か分かりませんが楽しさだけはよーく伝わります。 
言葉のやり取りが盛んになってきて楽しい２歳児の子ども達。「いらっしゃいませ～」「なににしますか？」「はいど

うぞ」と言葉もそうですが、しぐさも大人をよく見ているなぁと感心します。見てまねて学ぶが見事です。 
 はじめてのお楽しみ参観会を迎える年少の子ども達。運動会を経験して「お家の人に見せる」ということがどうい

うことかわかってきています。ペンギンや忍者の服をまとえばすっかりその気。友達と一緒も嬉しいようです。 
年中の子ども達は昨年の経験からお楽しみ会を楽しみにしています。成長とともに体が自分の思うように動くよう

になり踊りものびのび。そしてなにより楽しそう。「なりきって」「友達と一緒に」をたくさん経験しています。 
 年長は、大道具や小道具を作りながら、どんな風に劇をしようかとイメージを膨らめ、台詞を覚えたり動きを考え

たり。思いを言ったり聞いたりしながら友達と一緒にクラスごとに劇遊びや楽器遊びを楽しんでいます。 
どの子もぐんと大きくなる充実期。ひとまわり大きくなったなぁと感じられる子ども達です。それぞれの成長を次へとつ

なげていきたいと思います。 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

おしらせ・おねがい 
 

● 検温する体温計を接触式に変えます 
外気温が低くなり、非接触体温計では正確な体温が計測できなくなってきたため、12月から、接触式体温計に変え

ます。 
各クラスには、複数の体温計を用意しますが、今までよりも計測に時間がかかるため、混雑したり、待ち時間が発生

したりすることが予想されます。出勤等でお急ぎの方は、各自で接触式体温計をご持参ください。 
   気温の低下により、体調を崩しやすい季節となり、お子さんの体調管理に朝の検温はとても大切です。 
  ご理解とご協力をお願いします。 
 
● 南側の園庭を、降園後30 分間解放します 

  【解放時間】 ○短時間部   14時00分～14時30分 ※13時30分降園の場合は13時30分～14時00分  
         ○長時間部   16時15分～16時45分  
  【園庭開放についての約束・お願い】  

・必ず保護者が付き添い、保護者の責任において目の届く範囲でケガや事故のないよう十分に気をつけてください。 
   ・固定遊具は安全な使い方をしてください。バギーや手押し車、砂場のおもちゃ等のおもちゃは使用できません。 
   ・降園後のケガ・事故については、園では責任を負いかねます。ご了承ください。擦り傷等の小さなケガの場合、職

員室に声をかけてください。 
   ・駐車場は北駐車場を、トイレは外トイレを使用してください。 

 
● 2 月1 日（木）予定の参観会を、２月８日（木）に変更します 

今年度は、令和６年度の入園・進級説明会（令和６年度の在園内定保護者が対象）と役員選出（令和６年度の新年中・

新年長児保護者が対象）、新旧役員会を同日に行います。詳細は年明けに通知します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

さくらこども園だより 

1 日1 冊 絵本の読み聞かせを！ 
 

絵本は、子どもを空想の世界に連れて行ってくれ、絵本の中で主人公と同じ体験をするということを経験させてく

れます。そして、空想の世界を楽しみながら、子ども同士のごっこ遊びの幅やコミュニケーション能力が広がってい

くのです。また、絵本に出てきた見たこともないモノや国や動物や植物や乗り物に興味を持ち、もっともっと知りた

いという知的好奇心が旺盛になります。さらに図鑑を自分で調べたりすることで、より知識が広がっていきます。い

つの間にか集中力が持続するようになり書いてあることを理解できる読解力もビックリするほどついてくるのです。 
幼いころに親と一緒に見たり、読んでもらったりした絵本は、大人になってからも覚えています。絵本は子どもの

心を育て、心を豊かにし、想像力を育て、集中力が育ち、語彙が増え、読解力が身に付き学力に影響していくわけで

すから、良いことづくしです。 
テレビやＤＶＤ、ゲームやコンピューターなどでは得られない楽しい思い出になったりするのです。絵本は、いろ

いろな良い影響を子どもに与えてくれるうえに、親子のコミュニケーションとしても役立つとても大きな存在です。

１日１冊の絵本の読み聞かせをお勧めします。 


